
2025年 10月 5日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒7番（旧 3番）（KH姉） 

『御神は尋ねぬ』 

 

 

聖書⇒ヨハネの手紙一 4章 8~11節（MM姉） 

『愛することのない者は神を知りません。神は愛だからです。神は、独り子を世にお遣わしになりました。そ

の方によって、わたしたちが生きるようになるためです。ここに、神の愛がわたしたちの内に示されました。

わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえとして、御子

をお遣わしになりました。ここに愛があります。愛する者たち、神がこのようにわたしたちを愛されたのです

から、わたしたちも互いに愛し合うべきです。』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒490番（旧 276番） 

『尊きかなわれさえ』 

 

 

聖書⇒イザヤ書 56章 1~7節（ES姉） 

『主はこう言われる。 

正義を守り、恵みの業を行え。 

わたしの救いが実現し／ 

わたしの恵みの業が現れるのは間近い。 

いかに幸いなことか、このように行う人／ 

それを固く守る人の子は。安息日を守り、それを汚すことのない人／ 

悪事に手をつけないように自戒する人は。 

主のもとに集って来た異邦人は言うな／ 

主は御自分の民とわたしを区別される、と。 

宦官も、言うな／ 

見よ、わたしは枯れ木にすぎない、と。 



なぜなら、主はこう言われる／ 

宦官が、わたしの安息日を常に守り／ 

わたしの望むことを選び／ 

わたしの契約を固く守るなら 

わたしは彼らのために、とこしえの名を与え／ 

息子、娘を持つにまさる記念の名を／ 

わたしの家、わたしの城壁に刻む。 

その名は決して消し去られることがない。 

また、主のもとに集って来た異邦人が／ 

主に仕え、主の名を愛し、その僕となり／ 

安息日を守り、それを汚すことなく／ 

わたしの契約を固く守るなら 

わたしは彼らを聖なるわたしの山に導き／ 

わたしの祈りの家の喜びの祝いに／ 

連なることを許す。 

彼らが焼き尽くす献げ物といけにえをささげるなら／ 

わたしの祭壇で、わたしはそれを受け入れる。 

わたしの家は、すべての民の祈りの家と呼ばれる。』 

 

聖書⇒詩編 84編 11節 

『あなたの庭で過ごす一日は千日にまさる恵みです。 

主に逆らう者の天幕で長らえるよりは／ 

わたしの神の家の門口に立っているのを選びます。』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒241番 

『主の御稜威と』 

 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。



わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 22章 1~6節 

『さて、過越祭と言われている除酵祭が近づいていた。祭司長たちや律法学者たちは、イエスを殺すにはどう

したらよいかと考えていた。彼らは民衆を恐れていたのである。しかし、十二人の中の一人で、イスカリオテ

と呼ばれるユダの中に、サタンが入った。ユダは祭司長たちや神殿守衛長たちのもとに行き、どのようにして

イエスを引き渡そうかと相談をもちかけた。彼らは喜び、ユダに金を与えることに決めた。ユダは承諾して、

群衆のいないときにイエスを引き渡そうと、良い機会をねらっていた。』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 4章 25節 

『イエスは、わたしたちの罪のために死に渡され、わたしたちが義とされるために復活させられたのです。』 

 

 

（式） 

 

 

礼拝讃美歌⇒142番（旧 58番） 

『渡されたもう』 

 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 5章 1~11節（KH兄） 

『イエスがゲネサレト湖畔に立っておられると、神の言葉を聞こうとして、群衆がその周りに押し寄せて来た。

イエスは、二そうの舟が岸にあるのを御覧になった。漁師たちは、舟から上がって網を洗っていた。そこでイ

エスは、そのうちの一そうであるシモンの持ち舟に乗り、岸から少し漕ぎ出すようにお頼みになった。そして、

腰を下ろして舟から群衆に教え始められた。話し終わったとき、シモンに、「沖に漕ぎ出して網を降ろし、漁

をしなさい」と言われた。シモンは、「先生、わたしたちは、夜通し苦労しましたが、何もとれませんでした。

しかし、お言葉ですから、網を降ろしてみましょう」と答えた。そして、漁師たちがそのとおりにすると、お

びただしい魚がかかり、網が破れそうになった。そこで、もう一そうの舟にいる仲間に合図して、来て手を貸

してくれるように頼んだ。彼らは来て、二そうの舟を魚でいっぱいにしたので、舟は沈みそうになった。これ

を見たシモン・ペトロは、イエスの足もとにひれ伏して、「主よ、わたしから離れてください。わたしは罪深



い者なのです」と言った。とれた魚にシモンも一緒にいた者も皆驚いたからである。シモンの仲間、ゼベダイ

の子のヤコブもヨハネも同様だった。すると、イエスはシモンに言われた。「恐れることはない。今から後、

あなたは人間をとる漁師になる。」そこで、彼らは舟を陸に引き上げ、すべてを捨ててイエスに従った。』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 18章 1~8節（ES姉） 

『イエスは、気を落とさずに絶えず祈らなければならないことを教えるために、弟子たちにたとえを話された。

「ある町に、神を畏れず人を人とも思わない裁判官がいた。ところが、その町に一人のやもめがいて、裁判官

のところに来ては、『相手を裁いて、わたしを守ってください』と言っていた。裁判官は、しばらくの間は取

り合おうとしなかった。しかし、その後に考えた。『自分は神など畏れないし、人を人とも思わない。しかし、

あのやもめは、うるさくてかなわないから、彼女のために裁判をしてやろう。さもないと、ひっきりなしにや

って来て、わたしをさんざんな目に遭わすにちがいない。』」それから、主は言われた。「この不正な裁判官の

言いぐさを聞きなさい。まして神は、昼も夜も叫び求めている選ばれた人たちのために裁きを行わずに、彼ら

をいつまでもほうっておかれることがあろうか。言っておくが、神は速やかに裁いてくださる。しかし、人の

子が来るとき、果たして地上に信仰を見いだすだろうか。」』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 17章 20~38節 

『ファリサイ派の人々が、神の国はいつ来るのかと尋ねたので、イエスは答えて言われた。「神の国は、見え

る形では来ない。『ここにある』『あそこにある』と言えるものでもない。実に、神の国はあなたがたの間にあ

るのだ。」それから、イエスは弟子たちに言われた。「あなたがたが、人の子の日を一日だけでも見たいと望む

時が来る。しかし、見ることはできないだろう。『見よ、あそこだ』『見よ、ここだ』と人々は言うだろうが、

出て行ってはならない。また、その人々の後を追いかけてもいけない。稲妻がひらめいて、大空の端から端へ

と輝くように、人の子もその日に現れるからである。しかし、人の子はまず必ず、多くの苦しみを受け、今の

時代の者たちから排斥されることになっている。ノアの時代にあったようなことが、人の子が現れるときにも

起こるだろう。ノアが箱舟に入るその日まで、人々は食べたり飲んだり、めとったり嫁いだりしていたが、洪

水が襲って来て、一人残らず滅ぼしてしまった。ロトの時代にも同じようなことが起こった。人々は食べたり

飲んだり、買ったり売ったり、植えたり建てたりしていたが、ロトがソドムから出て行ったその日に、火と硫

黄が天から降ってきて、一人残らず滅ぼしてしまった。人の子が現れる日にも、同じことが起こる。その日に

は、屋上にいる者は、家の中に家財道具があっても、それを取り出そうとして下に降りてはならない。同じよ

うに、畑にいる者も帰ってはならない。ロトの妻のことを思い出しなさい。自分の命を生かそうと努める者は、

それを失い、それを失う者は、かえって保つのである。言っておくが、その夜一つの寝室に二人の男が寝てい

れば、一人は連れて行かれ、他の一人は残される。二人の女が一緒に臼をひいていれば、一人は連れて行かれ、

他の一人は残される。」畑に二人の男がいれば、一人は連れて行かれ、他の一人は残される。そこで弟子たち

が、「主よ、それはどこで起こるのですか」と言った。イエスは言われた。「死体のある所には、はげ鷹も集ま

るものだ。」』 

 

 

 



礼拝讃美歌⇒352番（旧 184番曲） 

『果てしも知れぬ』 

 

 

 

《建徳要旨》 

 


